
連載連載連載連載＝四国八十八＝四国八十八＝四国八十八＝四国八十八ヶ所めぐりヶ所めぐりヶ所めぐりヶ所めぐり    

「歩き遍路の旅」「歩き遍路の旅」「歩き遍路の旅」「歩き遍路の旅」    ９９９９    

会員 樋口俊介 

 

菩提の道場菩提の道場菩提の道場菩提の道場    （（（（伊予の国）伊予の国）伊予の国）伊予の国）    その１その１その１その１    

４０番（観自在寺）～６５番（三角寺） 合

計２６ヶ寺（愛媛県） 

 

旅旅旅旅も半ばを迎え、菩提の道場（伊予の国）も半ばを迎え、菩提の道場（伊予の国）も半ばを迎え、菩提の道場（伊予の国）も半ばを迎え、菩提の道場（伊予の国）

へ。へ。へ。へ。    

札所間の距離が２番目に長い第４３番（明石札所間の距離が２番目に長い第４３番（明石札所間の距離が２番目に長い第４３番（明石札所間の距離が２番目に長い第４３番（明石

寺）から第４４番大宝寺を打ち、寺）から第４４番大宝寺を打ち、寺）から第４４番大宝寺を打ち、寺）から第４４番大宝寺を打ち、    

難易度が高い方の難易度が高い方の難易度が高い方の難易度が高い方の第４５番第４５番第４５番第４５番（岩屋寺）を終（岩屋寺）を終（岩屋寺）を終（岩屋寺）を終

えると、いで湯の里えると、いで湯の里えると、いで湯の里えると、いで湯の里である道後も直ぐに近い。である道後も直ぐに近い。である道後も直ぐに近い。である道後も直ぐに近い。 

 

 当日に歩くお寺に関する由来とか伝説等の内

容を分かる範囲で説明と、歩き遍路中の出来事

等を含めて書き、必ず最後まで歩き通します。 

 

 

第３１回第３１回第３１回第３１回    

平成２３年１月１０日（月）～１月１１日（火）平成２３年１月１０日（月）～１月１１日（火）平成２３年１月１０日（月）～１月１１日（火）平成２３年１月１０日（月）～１月１１日（火）    

新春の南予を歩く（一本松～畑地）新春の南予を歩く（一本松～畑地）新春の南予を歩く（一本松～畑地）新春の南予を歩く（一本松～畑地）    

  歩き（ウオーキング遍路  札所１ヶ所 

1 泊２日  約３５ｋｍ 

 

４０番４０番４０番４０番（平城山）観自在寺（平城山）観自在寺（平城山）観自在寺（平城山）観自在寺「かんじざいじ」「かんじざいじ」「かんじざいじ」「かんじざいじ」    

  所在地＝愛媛県南宇和郡愛南町御荘町  

平城２２５３－１ 

  電 話＝（０８９５）－７２－０４１６ 

 

開基＝弘法大師    

宗派＝真言宗大覚寺派 

本尊＝薬師如来    

 

○平城天皇の勅願により、弘法大師が開基。 

1 本の霊木から本尊の薬師如来と脇侍の阿弥

陀如来、十一面観音の３尊を刻んで堂宇に安

置。平城天皇の髪を納めた五輪の塔がある。 

◎薬師如来について 

  人間の病苦を癒し心の苦悩、厄を取り除 

など１２の誓願をあらわす如来で、四国霊場

にはいちばん多く祀られている。 

 

筆者紀行筆者紀行筆者紀行筆者紀行    

○○○○一一一一日目は宇和島で昼食して、日目は宇和島で昼食して、日目は宇和島で昼食して、日目は宇和島で昼食して、前回歩いてきた前回歩いてきた前回歩いてきた前回歩いてきた

一本松から内海支所までの約１７ｋｍ一本松から内海支所までの約１７ｋｍ一本松から内海支所までの約１７ｋｍ一本松から内海支所までの約１７ｋｍを歩く。を歩く。を歩く。を歩く。    

 家を５時５６分出て、山幸発７時１５分のバ

スに乗り倉敷を経由して、早島 IC に上がり西予

宇和 IC で下りて、今日の目的地で前回に歩き終

えた一本松へ、当日の参加者は３０名でした。 

 バスで約４時間３０分も走り、ようやく到着

するも直ぐに宇和島市内で昼食を済ませる。 

 自分の感じでは此れまでに凄く歩いた様な気

分ですが、今回の４０番（観自在寺）近くがほ

ぼ中間地点になるらしい、新ためて気持ちを引

き締め歩き遍路を、楽しみながら前進あるのみ。 

 １３時０２分から歩き始める観自在寺は高台

にあり、寺を囲むように町が広がっている。ま

た 

かっては延暦寺の荘園があった事に由来して、

このあたりを御荘というそうです。 

   

   観自在仁王門の干支  第４０番観自在寺 

 

 宿毛から旧宿毛街道を通り、しばらく田園風

景の中やミカン畑を歩くが、国道５６号を主と

して多く歩き、そして江戸時代の土佐藩（高知）

と宇和島藩（愛媛）の関所跡近くも歩く（今回

は伊予の関所跡）何時ものことながら沿線の

方々の応援や励まし、お接待等すべてが感謝で



す。 

 １４時１５分に４０番（観自在寺）に到着す

る。 

仁王門の天井を見ると干支の絵が鮮やかに描か

れた円形の板があった。この円板は、方位盤で

町の文化財。平城天皇の勅願寺で、境内には天

皇の遺髪を埋めた五輪石塔や「天皇の松」と書

かれた松があった。 

 なお４０番札所は、四国霊場の第一番札所「霊

山寺」から一番遠い場所であることから、「四国

霊場の裏関所」と呼ばれているそうです。 

すぐに本堂と大師堂にお参り、心を込めて大

きな声で読経とお願い事をする。次へと１４時

４５分頃から八百坂峠へと遍路道を歩く、その

間は身体には優しく何と気分爽快に感じる。 

   

宿泊のサンパー     八百坂峠 

 

 本日の目標地の内海支所には、１７時３０分

に着く、あとバスでホテル（サンパール）へ直

行する。早速にお風呂に入らせて頂き疲れを十

分に癒して、夕食を楽しく美味しく頂きました。 

あとは皆さんと和やかにくつろぎ、雑談して

２３時５０分頃に睡眠する。 

よし明日も楽しみ元気で歩くぞ！！ 

 なお本日の歩数は２５．６なお本日の歩数は２５．６なお本日の歩数は２５．６なお本日の歩数は２５．６０５０５０５０５歩でした。歩でした。歩でした。歩でした。    

 

○２○２○２○２日目は前日に歩き終えた内海支所から津島日目は前日に歩き終えた内海支所から津島日目は前日に歩き終えた内海支所から津島日目は前日に歩き終えた内海支所から津島

までの約１８ｋｍまでの約１８ｋｍまでの約１８ｋｍまでの約１８ｋｍを歩くを歩くを歩くを歩く    

 ６時２０分に起床し朝食を済ませて、ホテル

を７時２５分にバスで出発し前日に歩き終えた

内海支所へ、直ぐに準備運動等を行う。  

７時５１分から歩き出し柏坂峠へ歩く、国道

５６号（宿毛街道）を主に歩くが、柏坂峠に入

る近くから遍路道になり身体には優しく疲れが

和らぐ、内子で少し休憩してから再度歩くも、

しかし登りは急斜面で大変でした。 

 柏坂峠を中心に上り下り付近には野口雨情の

歌が書かれた看板があり、感銘し心が和みます。 

    

      柏坂峠の遍路道    野口雨情の歌 

 

[[[[「「「「    野口雨情野口雨情野口雨情野口雨情」」」」（１８８２－１９４５）６３才没（１８８２－１９４５）６３才没（１８８２－１９４５）６３才没（１８８２－１９４５）６３才没    

昭和１８年に愛南町に１０昭和１８年に愛南町に１０昭和１８年に愛南町に１０昭和１８年に愛南町に１０日日日日程逗留程逗留程逗留程逗留し、地元のし、地元のし、地元のし、地元の

人達と交流する。その際に２０位の歌を詠んだ。人達と交流する。その際に２０位の歌を詠んだ。人達と交流する。その際に２０位の歌を詠んだ。人達と交流する。その際に２０位の歌を詠んだ。    

その中から８つを選んだ（平成になってから）その中から８つを選んだ（平成になってから）その中から８つを選んだ（平成になってから）その中から８つを選んだ（平成になってから）]]]]    

頂上は４７０ｍ（海抜）で見晴らしの良いと

ころ（（（（「「「「つわな奥つわな奥つわな奥つわな奥」と書いた看板あり」と書いた看板あり」と書いた看板あり」と書いた看板あり））））で、気分

爽快で少し休憩を取り疲れが一変に飛んでしま

った感じ、なお、下りは穏やかで楽でした。 

 再度国道５６号を歩きオレンジロードの途中

から小雨が降り出し傘を差して歩き、今日の目

標地に１３時３１分に到着する。 

バスに乗り一路岡山へ倉敷を経由して、我が

家には１９時４５分に帰宅する。本日も楽しく

元気で歩け家族に、自分に、皆さんに、全てに

感謝です。 

   

   柏坂峠の頂上   国道 56 号近くのロード 

 

「つわな奥」「つわな奥」「つわな奥」「つわな奥」は地名で、つわぶきが多く自生 

している所という意味の様 つわぶき＝つわぶき＝つわぶき＝つわぶき＝つわなつわなつわなつわな 

なお本日の歩数は２６．１６７歩でした。なお本日の歩数は２６．１６７歩でした。なお本日の歩数は２６．１６７歩でした。なお本日の歩数は２６．１６７歩でした。    



合計約３５ｋｍで５１．７７２歩です合計約３５ｋｍで５１．７７２歩です合計約３５ｋｍで５１．７７２歩です合計約３５ｋｍで５１．７７２歩です。。。。「１「１「１「１日目日目日目日目

２５．６０５歩」「２日目２６．１６７歩」２５．６０５歩」「２日目２６．１６７歩」２５．６０５歩」「２日目２６．１６７歩」２５．６０５歩」「２日目２６．１６７歩」 

第３２回第３２回第３２回第３２回    

平成平成平成平成２３年２月７日（月）～２月８日（火）伊２３年２月７日（月）～２月８日（火）伊２３年２月７日（月）～２月８日（火）伊２３年２月７日（月）～２月８日（火）伊

予の国予の国予の国予の国    菩提の道を菩提の道を菩提の道を菩提の道を歩歩歩歩くくくく（畑地～佛木寺）（畑地～佛木寺）（畑地～佛木寺）（畑地～佛木寺） 

  歩き（ウオーキング）遍路  札所２ヶ所 

 １泊２日  約３４ｋｍ 

 

４１番（稲荷山）４１番（稲荷山）４１番（稲荷山）４１番（稲荷山）龍光寺龍光寺龍光寺龍光寺「りゅうこうじ」「りゅうこうじ」「りゅうこうじ」「りゅうこうじ」    

  所在地＝愛媛県宇和島市三間町戸雁１７３ 

電 話＝０８９５－５８－２１８６ 

 

宗派＝真言宗御室派 

開基＝弘法大師 

本尊＝十一面観音菩薩 

 

○狛犬２頭が仁王像に代わって出迎えてくれる。

もともとが稲荷神社だったとの、ことで地元

の人々からは「お稲荷さん」と呼ばれ、親し

まれている。五穀豊穣の神様・稲荷大明神は、

本尊とともに祀られている。 

◎十一面観音菩薩について 

  観音菩薩は姿を変えて衆生の願いに答えて

くれるという。多くの面は、救済の多様性を

表している。 

    

４２番４２番４２番４２番（一環山）佛木寺（一環山）佛木寺（一環山）佛木寺（一環山）佛木寺「ぶつもくじ」「ぶつもくじ」「ぶつもくじ」「ぶつもくじ」    

  所在地＝愛媛県宇和島市三間町則１６８３ 

  電 話＝０８９５－５８－２２１６ 

       

宗派＝真言宗御室派 

開基＝弘法大師 

本尊＝大日如来 

       

○大師はこの場所こそ、仏教を広めるにふさわ

しい場所だとし、楠で大日如来を刻み、宝珠

を眉間に納めた。緑におおわれた本堂は、吉

田藩主伊達公の建立と伝えられ、シンボルと

もいえる「茅葺き屋根の鐘楼」は３００年の

歴史を持つ風格があり、稀少価値が特にある。 

◎大日如来について 

  真言密教の中心となる仏で、宇宙のすべて

の現象は大日如来の徳によるものいう。他の

仏の徳も大日如来の一身に帰する。 

 

筆者紀行筆者紀行筆者紀行筆者紀行    

○一日目は○一日目は○一日目は○一日目は前回歩いてきた前回歩いてきた前回歩いてきた前回歩いてきた津島から津島から津島から津島から龍光院龍光院龍光院龍光院までまでまでまで

の約１７の約１７の約１７の約１７ｋｍを歩くｋｍを歩くｋｍを歩くｋｍを歩く    

 山幸発７時１５分発のバスに乗り、倉敷を経

由して本日の参加者は３７名で瀬戸中央道の早

島インタで上り途中で休憩を取り、西予宇和 IC

で下りて、直ぐに宇和島市内の国道５６号線沿 

いの真珠会館（レストラン宇和島）で昼食をす

る。            

 バスで先月に歩き終えた津島に戻り、注意事

項の説明を受け、簡単に身体をほぐす準備運動

を各自で行い気持ちも体も整う。 

  

 

別格霊場第 6番龍光院    馬目木大師でも御参り 

 

１３時０５分から歩き始め、途中の馬目木大

師では御参りする。四国での海洋レジャーの拠

点ともいえる足摺宇和海国立公園に沿って進む。 

 遍路で望む内海湾では、静かな海に並ぶ真珠

貝養殖のブイが見られる。２回のトイレ休憩を

行ない龍光院（別格６番）には１６時５５分着

く。 

 遅くなったが門が開いていたので、先達さん

と３７名で気持ちを込めて御参りする。境内を

出てバスが停車しているところまで、暫く歩き

バスで１７時５６分宿泊のホテルへ。 



 名前は宇和島第一ホテルで豪華に感じるが、

実は大浴場はなく（現代風か？）直ぐには入れ

ず、各部屋で風呂の湯加減を調整してから、入

る様になっているので先に夕食する。 

各人が各部屋の風呂に入り、あと一室に集り、

８人で酒、ビール等を酌み交わし雑談し話がは

ずみ０時３０分頃に睡眠する。 

    なお本日の歩数は２７．１８５歩でした。なお本日の歩数は２７．１８５歩でした。なお本日の歩数は２７．１８５歩でした。なお本日の歩数は２７．１８５歩でした。    

 

○２日目は○２日目は○２日目は○２日目は前日に歩き終えた前日に歩き終えた前日に歩き終えた前日に歩き終えた龍光院龍光院龍光院龍光院から歯長地から歯長地から歯長地から歯長地

蔵蔵蔵蔵までの約１７ｋｍを歩くまでの約１７ｋｍを歩くまでの約１７ｋｍを歩くまでの約１７ｋｍを歩く    

６時１０分に起床し朝食を行い、７時４７分

にバスでホテルを出発する。前日に歩き終えた

龍光院（別格６番）で下車し、軽い体操で身体

をほぐして体も気持ちも十分に整える。   

７時５８分から歩き始め龍光寺へ向かう、 

子供さんが家の中から手を振ってくれたり、 

中学生の女子生徒が通学途中に頑張って下さ 

いと声かけて手を挙げてくれる。 

この元気なパワーをもらい疲れや体の痛いと

ころ等は無くなる感じです。有り難う！四国の

皆さんに感謝です。！！ 

門前のひなびた情景を堪能し第４１番（龍光

寺）には１０時１５分に着く。 

 

第41番 龍光寺    第 41番龍光寺に行く途中 

 

「龍光寺」は、寺だというのに赤い鳥居が遠

くから目立っていた。なぜだろう？と思って調

べてみると、元々は、稲荷神社だったそうで、

お寺に入ってみると稲荷神社が祀られていた。 

 そのため、今も地元の人々からは「三間のお

稲荷さん」と呼ばれ、商売繁昌や開運出世を願

う人が多いそうです。 

龍光寺の門前には「長命水」という、うどん

屋さんがあり、そこで食事をした人には、空い

たペットボトルに屋号の由来になっている「長

命水」を入れて貰えるそうです。今回は残念な

がら立ち寄る事が出来ず次回を楽しみに。 

 早速に本堂と大師堂では３７名全員が大きな

声で読経し大変に活気があり元気を貰いました。 

 １０時４８分に出発し次の４２番へ歩く龍光

寺からはほど近く、３ｋｍくらいの距離にあり 

田園風景の静かな中の札所で茅葺きの鐘楼堂が

印象的である。 

 寺の近くまで来て、先にバスで近くの和風レ

ストランに行き昼食をする。再度歩き終えた所

にバスで帰り、そこから１０分くらいで４２番

（佛木寺）には１２時５０分着く 

 

第 42 番佛木寺      歯長峠の由来看板 

 

入口の仁王門は２階建てで、とても立派です。 

境内の鐘楼堂は元禄年間（１６８８～１７０３

年）に建てられたもので、四国霊場では唯一の

茅葺き屋根の鐘楼堂だ。たしかに、茅葺き屋根

って、 

四国のほかのお寺では見られない光景だと思う。 

風情があって凄くいい感じ、本堂も歴史を感

じさせる造りでした。厳かに本堂と大師堂で全

員が心をこめて読経し、お願い事をする。 

あと準備を整え気持ちを引き締めて、次へと

１３時３２分に歩き出す、途中にトイレ休憩を

１回とり約２時間歩くが、その間でも温かい声

援そして自然の風景や心地良い風、のどかな雰

囲気を感じ、満喫しながら歩ける事が最高です。 

本日の最終の目的地である歯長地蔵に１５時

３５分到着する 



 バスに乗り一路岡山へ１５時４１分に出発し 

西予宇和 IC に上り早島インタで下りて倉敷を

経由して、我が家には２１時２０分に帰宅する。 

 気分良好で疲れなし！！家族に感謝！皆さん

に、自分に感謝！ 有り難う！ 

    なお本日の歩数は２７．４６６歩でした。なお本日の歩数は２７．４６６歩でした。なお本日の歩数は２７．４６６歩でした。なお本日の歩数は２７．４６６歩でした。    

合計約３４ｋｍで５４．６５１合計約３４ｋｍで５４．６５１合計約３４ｋｍで５４．６５１合計約３４ｋｍで５４．６５１歩で歩で歩で歩ですすすす。。。。「１日目「１日目「１日目「１日目

２７．１８５歩」「２日目２７４６６歩」２７．１８５歩」「２日目２７４６６歩」２７．１８５歩」「２日目２７４６６歩」２７．１８５歩」「２日目２７４６６歩」    

 

 

第３３回第３３回第３３回第３３回    

平成２３年３月７日（月）～３月８日（火）伊平成２３年３月７日（月）～３月８日（火）伊平成２３年３月７日（月）～３月８日（火）伊平成２３年３月７日（月）～３月８日（火）伊

予の小京都へ（佛木寺～予の小京都へ（佛木寺～予の小京都へ（佛木寺～予の小京都へ（佛木寺～大州大州大州大州））））    

 歩き（ウオーキング）遍路  札所１ヶ所 

１泊２日  約３２ｋｍ 

 

４３番（源光山）明石寺「めいせきじ」４３番（源光山）明石寺「めいせきじ」４３番（源光山）明石寺「めいせきじ」４３番（源光山）明石寺「めいせきじ」    

  所在地＝愛媛県西予市宇和町明石２０１ 

  電 話＝０８９４－６２－００３２ 

 

宗派＝天台寺門宗 

開基＝天澄上人 

本尊＝千手観音菩薩 

       

○地元の人々から「あげいしさん」と呼ばれて

いるのは、美しい女神が願掛けのために深夜

に大石を山の上まで運びあげていたという伝

説に由来している。弘法大師が修行した「弘

法井戸」「しあわせ観音」など見どころも多い。 

◎千手観音菩薩について 

  千手千眼観自在菩薩というのが正式な名前   

 で、それぞれの手に眼をもつ。さまざまな持

ち物を手にして世界の衆生を救済する。 

 

筆者紀行筆者紀行筆者紀行筆者紀行    

○一日目は前回歩いてきた歯長地蔵から宇和町○一日目は前回歩いてきた歯長地蔵から宇和町○一日目は前回歩いてきた歯長地蔵から宇和町○一日目は前回歩いてきた歯長地蔵から宇和町

久保までの約１７ｋｍを歩く久保までの約１７ｋｍを歩く久保までの約１７ｋｍを歩く久保までの約１７ｋｍを歩く    

 家を５時５０分に出て、山幸発７時１３分に

乗り両備バス倉敷を経由して、本日の参加者は

３１名で、瀬戸中央道に上り児島インターを通

過して今日の目的地へ、何時もより車が少ない

様で予定通りに走れた。 

 前回歩き終えた歯長地蔵には１１時１５分に

到着する。準備を済ませ当日の予定の説明を受 

けてから、１１時２５分から歩き出し、途中で

１回のトイレ休憩を行い１２時４５分に４３番

（明石寺）に到着する。 

境内全体が緩やかな丘陵で、豊かな緑に包ま

れている。札所から JR 予讃線卯之町駅付近に

向かうと、江戸末期の風情が残る町並みがある。 

 明石寺は、「めいせきじ」と読むのだが、地元

の人々からは「あげいしさん」と呼ばれている

そうです。 

 赤い屋根瓦の仁王門は珍しいなぁと思うたら、

本堂の屋根も赤瓦だったので、お寺の方にその

理由伺ってみた。「冬には雪が積もるので、屋根

瓦は寒さに強い石見瓦にしているんです」山間

での四国は雪が多いようで、なるほど雪対策だ

ったのか、先人の知恵の深さと凄さに感心する。 

  

 

  第４３番 明石寺      見事な夫婦杉 

 

 このお寺でビックリしたのが、本堂の賽銭箱  

が床に埋め込み式になっていたこと。盗難防止

のためだろうか？それとも他の理由かな？         

 なお愛媛で「タルト」といえば、ゆず味のア

ンコ、栗入り（一六タルト）等のお菓子の事ら

しい。 

 本堂と大師堂で気持ちを込めて、３１名で読

経をすませ、先達さんから寺に関する詳しい説

明や由来などの話しを聞く。 

 あとバスで近くのレストランに行き昼食をす

る。（１２時５０分～１３時３０分）折り返し明



石寺に戻り準備をして、１４時０５分から次へ

と歩き出す、宇和加茂局の前を通り今日の目標

地である宇和町久保に１６時５３分に到着する。 

 バスで宿泊先（松屋旅館）に行く、着いて部

屋別になり３名が同部屋となる。しかし松屋旅

館は古い老舗旅館で昔は、前島密（郵政の父）、 

新渡戸稲造、（元国連事務総長）その他多くの著

名人が、お泊りなられた由緒ある旅館で超有名

ですが、設備面が行き届かず（保存のため）改

造出来ず、昔のままで維持されているそうです。                        

早くお風呂に入りたいと思いきや、此処は各

部屋にバス、トイレなし、大浴場、部屋の鍵な

し、冷蔵庫、売店なしで、１ヶ所にシャワーが

有るだけで、やむなく順番に行う。 

 

松屋旅館    松屋旅館に宿泊著名人（一部） 

 

何だか 疲れが取れないように感じるが、し

かし最高の思い出になる伝統ある旅館に宿泊で

来たことが光栄でした。 

夕食を美味しく頂き、あと部屋で１０人の方 

々と各自の思いや、政治、経済等いろんな事を

話し合い大いに議論する。２３時４０分頃に睡

眠 

なお本日の歩数は２６なお本日の歩数は２６なお本日の歩数は２６なお本日の歩数は２６．８４０歩でした。．８４０歩でした。．８４０歩でした。．８４０歩でした。    

    

○２日目○２日目○２日目○２日目は前日に歩き終えた宇和久保から十夜は前日に歩き終えた宇和久保から十夜は前日に歩き終えた宇和久保から十夜は前日に歩き終えた宇和久保から十夜

ヶ橋（永徳寺）までの約１５ｋｍを歩く。ヶ橋（永徳寺）までの約１５ｋｍを歩く。ヶ橋（永徳寺）までの約１５ｋｍを歩く。ヶ橋（永徳寺）までの約１５ｋｍを歩く。    

５時５０分に起床し朝食を済ませ、７時２５

分にバスで出発し、前日に歩き終えた宇和久保

に７時４０分に着き、十分な準備運動、昨日の

事があるので、気持ちの切り替えを行い、軽い

準備運動をして７時５０分から歩き始める 

 国道５６を北に進み北只を過ぎ、かなり狭い

鳥坂トンネルを通り、歩きつづけるが、歩道を

歩く人、すれ違いの人々から、頑張れ、身体に

は気をつけて等の励まし言葉を掛けてくれる。

四国の皆さんの温かさや励ましには常に感謝で

す。 

 大州市街に入る。明治時代の町並みが残り、

テレビドラマ「おはなはん」のロケに使われた

おはなはん通りおはなはん通りおはなはん通りおはなはん通りを通過して、バスで近くの店に

行き昼食をする。再度しばらく歩いて番外札所

十夜ヶ橋（永徳寺）に１３時５５分に到着する。 

 ○十夜ヶ橋（永徳寺）についての説明を十夜ヶ橋（永徳寺）についての説明を十夜ヶ橋（永徳寺）についての説明を十夜ヶ橋（永徳寺）についての説明を。 

この地を訪れた弘法大師は、この辺りの民家

に宿を請うたが、ことごとく断られてしまった。 

仕方がなくこの十夜ヶ橋の下で野宿をした際、

空腹のあまり一夜も十夜の長さに感じたという。 

  

「「「「行きなやむ行きなやむ行きなやむ行きなやむ    浮き世の人を通さずば浮き世の人を通さずば浮き世の人を通さずば浮き世の人を通さずば    

一夜も十夜の橋と一夜も十夜の橋と一夜も十夜の橋と一夜も十夜の橋と    思ほゆ思ほゆ思ほゆ思ほゆ」」」」    

と大師が詠んだ歌から、この橋の名が付いた。 

        

ところで、遍路たちは橋を渡るときには金剛

杖を突かないというルールがあるが、これは、

橋の下の大師の眠りを妨げないためである。    

  

 

十夜ケ端十夜ケ端十夜ケ端十夜ケ端                        十夜ケ端永徳寺の説明十夜ケ端永徳寺の説明十夜ケ端永徳寺の説明十夜ケ端永徳寺の説明     

 

十夜ヶ橋の下と永徳寺で念入りな、御参りを

済ませて１４時０１分に帰路岡山へ、内子五十

埼 IC に上り児島 IC を通過し、早島インタで下

り倉敷を経由して、我が家には２０時３５分に

帰宅する。少し足の痛さはあるが気分は良好だ、 

自分の身体に感謝！家族に感謝！有り難う！ 

 なお本日の歩数は２５．６７４なお本日の歩数は２５．６７４なお本日の歩数は２５．６７４なお本日の歩数は２５．６７４歩でした。歩でした。歩でした。歩でした。    

合計約５２．５１４歩合計約５２．５１４歩合計約５２．５１４歩合計約５２．５１４歩です。です。です。です。「１日目２６．８４「１日目２６．８４「１日目２６．８４「１日目２６．８４

０歩」「２日目２５．６７４歩」０歩」「２日目２５．６７４歩」０歩」「２日目２５．６７４歩」０歩」「２日目２５．６７４歩」    



 

※前回の（きび考）第１０号で第二部の「修行

の道場」土佐の国 ２４番～３９番（１６ヶ寺）

が終わり、今回からは第三部の「菩提の道場」

伊予の国 ４０番～６５番（２６ヶ寺）に入り、

次は 

讃岐の国へと歩き続けます。どうぞ宜しくお願

します。     まだまだ続きます！！まだまだ続きます！！まだまだ続きます！！まだまだ続きます！！                                  


